
イ ヨ ンルイ カ / イ ヨ ・ シ メ ッ カ 

3. lYoNRUYKA/lYoNNoKKA  子守歌 

子守歌を沙 流 川下流地域や 鵡 川 では iyom Ⅱ yka イヨンルイカ と 言い、 砂流 川 l 中流以上で 

は iyonnokk ゐ イヨン / ツカ または ionn 司よ a イオン / ツカと 言うっ他の地方では、 ihun 止 e 

イ フ々 ケ、 Ⅲ unke イフンケなどとも 呼ばれる。 

iyonruyka イヨンルイカは 、 Ⅱ onruyka イ ・オンルイカ く人 Ⅰものを・子守歌を 歌って 寝 

かしつける》、 つまり ( 子守歌を歌って 子どもを寝かしつける ) という意味の 自動詞であ る 

が、 これから転用されてく 子守歌 ) という名詞としても 使われる。 中流以上で言う iyo 血切 こ a 

イコンメッカの onn 硝化 a オンメッカは、 萱 野茂氏によれば ( あ やす ) という意味だとのこ 

とで、 そうすると iyomok 化 a イコンメッカ ( または ionnok こ a イオンメッカ ) はく子どもを 

あ やす》という 意味だということになる。 

北海道南部地方の 子守歌は 、 舌の先をふるわせる 昔 (horo[se 木ロ ロセ、 Ⅱルル と 表記する ) 

め くり返しが特徴的であ る。 この舌先ふるえ 昔は子守歌のほか、 鳥を模した踊りの 歌にもよ 

く 用いられる。 子守歌では、 この 庁ルか だけが続いていく 場合もあ るが、 たいていはそれ 

に歌詞が加わる。 

叙情歌と同じく、 即 『歌であ る。 いくつかのきまった 語句と、 きまった類型的なメロ 

ディーがあ り、 また一方、 同じ人が同じ 子守歌を歌っても、 そのたびごとに、 歌詞も メロ 

ディーも少しずつ 違ってくる。 舌先ふるえ 昔 ヒルののくり 返しを入れるところもはっきり 

きまっているわけではない。 

子守歌であ るから、 子どもが 寝 つくまで、 同じ内容をくり 返したり、 何かつけ加えたりし 

て 歌っていくので、 長さもまちまちであ る。 昔、 子守歌は、 おんぶして歩きながら 歌う場合 

と ゆりかご ( ゆり 板 ) をゆらしながら 歌って子どもを 寝かしつける 場合とがあ った。 

おんぶする (p よ Ⅱ ay パッカイ ) には、 着ている着物の 背中に子どもを 入れ、 荷物を背負う 

ときのようにひもを 頭に掛けて背負った。 荷物の場合は 荷縄 (t 町 タラ ) と呼ぼれるひもで 荷 
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物 をしぼり、 ひもの中央部を 頭に掛けるだけだが、 子どもをお ふ う ひ も (P 荻 Ⅱ ayt 町 パッ； 

イ タラ、 萱 野茂「アイヌの 民具 ] によれば イ エオ 7 カは、 子どものお尻の 下に当たる部分に 

木の棒が左右のひもの 間に渡してし げ りつけてあ る。 ひもの中央部を 頭に掛けたら、 ひもを 

後ろへたらし、 着物の上から 子どものお尻の 下にこの棒を 当てがい、 棒 より下のひもの 両端 

を 前に回してしばる。 荷物の場合は、 熊にでも出会ったときすぐ 頭からひもをはずすだけで 

荷物を捨てて 逃げられるように、 決してひもを 前でしばらないが、 子どもの場合は 背負った 

まま逃げるためにしっかりと 身にしばりつけるのだ、 と古老は説明していた。 

ゆりかご ( ゆり 板 ) は、 木で作られ、 そりのような 形をしており、 その上にぼろ 布などがし 

かれ、 四 すみに綱をつけて 天井の梁 ( はり ) から吊って下げられていた。 ぼろにくるまれた 赤 

ん坊がその上に 寝かされ、 落ちないようにしぼってあ る。 針仕事などをしている 母親が 、 赤 

ん坊が泣くと、 このゆり板をゆらして、 子守歌を歌ったものだという。 子守歌の中で iresu 

sinta イレスシンタ と 言っているのがそれであ る。 血 su イレスはく子育てする 臥 sinta シ 

ンタは空中を 飛ぶ舟のような 乗り物で、 赤ん坊の乗るゆり 板を言うほか、 口承文学の中で 

は、 神が空を飛ぶ 乗り物を kamuysin ぬ カムイシンタく 中中のシンタ》と 言う。 子守歌の中で 

はよく、 子育てのシンタ ( ゆり 板 ) を神のシンタになぞらえて、 「神のシンタが 天から降りて 

来た」というような 表現も出てくる。 「眠りのシンタ」とか「神の 舟」、 「眠りの 舟 」のように表 

現されることもあ る。 さらに、 舟や シンタではなく「神のおっぱい」、 「眠りのおっぱい」が 降 

りて来た、 と歌われることもあ る。 [ イラスト : 饗庭真理子 ] 
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イコンルイカ 
l   ONRUYKA 子守歌 

イ テ キ チシ / 

(5  )  ITEKI  CISNO 
モ コ ロ 八 二 

MOKOR@HANI 

サ タ モ 

Satamo 平賀 サダ ( サダ モ八 ( 福満 )) 

オホ ル ルハ オ ハオ 

0h0  Ⅰ hao  hao   ねんねん ょ 1-2) 舌の先をふるわせて 出 
す 昔 (ho 「 O ㎎ e 木ロ コセ の 音 ) 

オ ホ ルルハ オ ホイ 
をⅡかんで表記する。 

oho@rr@hao@hoy   おころりよ 

イ テキ チシ   
iteki@cis@no   を 立かないで 3-4) 3 行 目と 4 行目で 3 X 

6 の 1 a 拍 、 つまり 1 行 半分 

モコロ モ コロ 八二   入っている。 ここでは意味を 

moko で lmoko Ⅱ lh ㎞     ロ民 りなさいよ。 考慮してこのように 打 分けし 
た 。 

エイタ サ エチ シ ヤク 

， e 抑 ㏄ ae=clsy 蕪   あ まり泣くと 

ウェンカムイ バテク 

wenkamuy@patek 6  魔物にばかり 6-7) 直訳すると ( 悪 い神 
ばかりがお前を 好く ) 。 

工 エラマス。 we@ 正れ muy ウェンカムイ ( 悪 
e-e で amasu     好かれる ょ 。 い神 ) を アイヌ語話者は「 魔 

物 」とか「化け 物」とか訳して 
オホ   しかノヘオ ノヘオ いた。 

oho@rr@hao@hao   ねんねん ょ 10-1l)iresusin ぬ k は ka イ 

レスシンタクル 力 ( 子育ての 

オ ホ ルルハオ ホ イ ゆり板の上 > 。 韻文ではよ 

oho@rr@hao@hoy   おころりよ く 、 位置名詞や後置詞の 前 
で、 その前の名詞句の 最後の 

イレス シンタ 名詞を行の頭にくり 返す。 

l0 Ⅰ esu  sln ぬ   ゆりかご kU 「 ka クル カ は 、 歌っている 
中ででの部分を 伸ばすため 

シンタ ク叫ウ l カ に 、 あ とに母音をつけて ク 

sinta@kur[u]ka   ゆりかごの上に ルーカ と 発音している。 
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カムイ オラン ナ、 

kamuyo Ⅰ anna, 

カムイ オインカラ 0 

kamuy@o[h]inkar   

二 シ バ エネ ク ・ ンネ ナ 。 

mspae 吉 nekusnena   

オホ ル ルハ オ ホイ 

oho@rr@hao@hoy 

オヤ ハオ ハオ 

5@oya@hao@hao 

クハウェウェナウェ f 
ku=hawe@wen@hawe! 
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スシンタクル 力 ( ゆりかごの 

14 な @ っ ぱな人になるんだよ ど 上で 格 ） を助 封詞 する 8 便 O 日 て 常吉 会う 話よ な 、っ 
ことをこのようにそのあ との 

動詞に接頭辞をつけて 表現す 
15 ねんねん ょ るのは、 歌や叙事詩などの 言 

葉の特徴であ る。 12 行目では 
助詞 na ナ ( よ ) がついて 5 音節 

Ⅰ 6 おころりよ になっているが、 1 、 @ ・ 打 目では 

すでに 5 音節なので助詞 na 

ナ はついていない。 

14)m 尽 pa 二 シ バ は長者 ( 裕福 

な人 ) 、 同時に人から 尊敬され 

るような立派な 人でもあ る。 

17 私の声は 、 悪いねえ ! 17) 歌は 16 行目で終わって ぃ 

る 。 当日 サダモ さんはかぜを 
ひいて声がかれていたが、 
せっかく遠い 所を訪ねて来て 
くれたのだから、 と言って 
歌ってくれたのであ る。 

3 拍子の曲であ る。 しかし 3 拍が 2 個ずつ組み合わさっているので、 楽譜では 6 拍子と 

して書いてあ る。 そして多くの 行で 1 行に 6 拍が二つずつ 入っている。 

この子守歌は、 サダ モ さんが関東地方を 巡業していたときに、 舞台の上で毎日歌い 演じ 

ていたものであ る。 着物の中に人形を 入れてお ぶ い、 舞台の上を歩き 回りながら歌ってい 

た。 そのときアイヌのおんぶのしかたについて、 男性古老の解説もあ った。 

初めの解説で 述べたように、 子守歌も、 通常は、 叙情歌と同様、 歌うたびごとに 即興， 性 

が 入り、 少しずつ違ったところが 出るものだが、 これは、 毎日いくつかの 小学校を回って、 

同じ歌を歌っていたからであ ろう、 毎日同じ歌詞、 同じメロディ 一であ った。 

[ 類歌 ] 次の (6) の子守歌の「類歌」を 参照。 
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子守歌 

イ テキ チシ / 

ITEKI@CIS@NO 

/ Ⅱ ニ 

モコロ MOKORHANI 

J 臣ヲら 

o-@ ho ⅠⅠ ha-@ a ha-o   

泣かないで 

目民 りなさいよ 

歌 平賀 サダ ( サダ モ ) 

採譜 田村すず 子 

修正清書 奥田航己 

o-ho r で れ %- o  ho Ⅴ 

エ - 七 0@lt 土 cis no mo- Ⅱ or mo-ko- r ha- ni. 
  

ey@  も a-Sa             y 寮 k 

" 。 。 "k" 。 咄 " 。 ""t 。 " 。               ma- ヰ U   o@  ho  Ⅰ ヰ Ⅰ a- 
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